
【産業・環境部会】＜産業分野＞　No.１

事業計画

登録No 一次評価 二次評価 総合評価 結　果 左記の評価を選択した具体的な理由 二次評価対象 結 果 左記の評価を選択した具体的な理由 結 果 具体的評価理由

公共牧野管理事業

農業後継者育成対策事業

農業関係施設等管理事業

営農改善指導事業

家畜防疫対策事業

農業委員会一般経費

・地籍及び集成図システム更新事業

農業委員会活動促進事業

・農地台帳システム整備事業

オホーツク農業科学研究センター
運営事業

多面的機能支払交付金事業

町有林整備事業

豊かな森づくり推進事業

沿岸漁場総合調査事業

水産基盤整備事業

・沙留漁港整備事業

水産関係制度資金利子補給事業

・漁業近代化施設資金等利子補給事業

商工会振興補助事業

令和6年度総合評価で継続【縮小】と
なっており、予算についても縮小となっ
ていることから、令和7年度の評価とし
ては継続【現状維持】とする。

対象外

１ 継　続【現状維持】　２ 継　続【拡　充】　３ 継　続【縮　小】　４ 継　続【統　合】　５ 終　了　６ 休　止　７ 廃　止

ま ち づ く り
推 進 課

1

沙留漁港の整備は令和9年度までの計画であり、年次計画に
沿った事業の実施が必要である。

対象外

1 対象外 対象外 1

商工業者の振興発展を図るためには、商工会は重要な役割を担
うことから、連携と支援は必要である。

2 - 15 89

2 - 14 87 産 業 振 興 課 1 対象外 対象外

対象外 対象外2 - 13 84 産 業 振 興 課 1

1

資金借入にかかる利子補給を行うことで、漁業者負担の軽減及
び魚家経営の安定、水産物の安定供給、持続可能な沿岸漁業の
推進のためにも継続した実施が必要である。 対象外

対象外 対象外 1

漁業資源量調査による継続したデータ収集等は、漁獲物の生息
状況の現状を把握するためにも、必要不可欠である。

対象外

対象外 1

公益的機能の発揮に配慮した伐採と、伐採後の確実な植林等に
支援することによる森林資源の循環利用は、森林の有する多面
的機能の発揮と山村地域の振興に繋がることから必要である。 対象外

水産業の振興 2 - 12 82 産 業 振 興 課 1

1 対象外2 - 11 77 産 業 振 興 課

1

町有林の管理運営は、林業経営の安定化を図るための重要な事
業である。

対象外林業の振興 2 - 10 76 産 業 振 興 課 1 対象外 対象外

1

地域活動の継続と連携強化を図るためにも、制度の有効活用が
必要。

対象外

毎年、データの更新が生じるため、システムの保守管理が必要
である。

対象外

1

2 - 9 73 産 業 振 興 課 1 対象外 対象外

3 1

町の農業振興のために土壌・飼料分析及び検査等の体制は必要
である。

○ 3

現在の研究センターで実施している分析、検査、加工実習な
どの現状からセンターでないと担えないことと、民間委託等
で実施できることを比較し、その費用対効果からどの程度の
規模（職員配置や実施内容等）で事業を実施できるかを検証
する必要がある。またセンターは農協との連携により立ち上
げられた経緯があり、現在も農協からの分担金がある。セン
ターの運営（今後の必要性や役割など）についての協議を実
施し、事業継続の目的に合わせた規模や分担金の在り方を検
討する。現状の必要性に合わせた運営にすべきである。

2 - 8 68 産 業 振 興 課 1 3

対象外

対象外 1

酪農家の自主防疫意識向上を図るために事業継続が必要であ
る。

対象外

2 - 7 67 農 業 委 員 会 1 対象外

対象外 1

毎年、データの更新が生じるため、システムの保守管理が必要
である。

対象外

1

2 - 6 66 農 業 委 員 会 1 対象外

対象外2 - 5 63 産 業 振 興 課 1

1 対象外 対象外 1

支援センター機能は、営農上における経営・技術の支援であ
り、農業経営に対して重要な役割を担っていることから、事業
継続は必要である。 対象外2 - 4 62 産 業 振 興 課

1

農業振興の推進による施設整備は必要であるが、運営管理と老
朽化による施設更新については検討が必要である。

対象外2 - 3 61 産 業 振 興 課 1 対象外 対象外

1

新規就農者の受け入れには、しっかりとした受入体制整備が必
要であるため、今後も事業支援の継続は必要である。

対象外2 - 2 60 産 業 振 興 課 1 対象外 対象外

総　合　評　価

番 号

農業の振興 2 - 1 59 産 業 振 興 課 1 対象外

施　策　項　目
整 理

事　業　名 所　管　課
令和６年度評価結果 一　次　評　価 二　次　評　価

対象外 1

育成作業の軽減を図る経営支援として継続が必要である。

対象外

現在町営牧野は豊野地区と北興地区に設置されている。町の
基幹産業を支えるうえで必要な事業ではあるが、一次評価で
は預託頭数が増加傾向とあるが、指標では減少傾向となって
おり矛盾している。管理は北オホーツク農業協同組合が行
い、運営は預託農家からの使用料でほぼ賄えてはいるが、現
在の規模で2か所の牧野が必要なのか、施設の老朽化の課題
も現課から出されていることもあり今後の預託頭数の推移な
どとも照らし合わせ、状況によっては集約化を図り効率的な
事業運営をした方がよいのではないか。

令和７年度　事務事業評価結果一覧表



【産業・環境部会】＜産業分野＞　No.２

事業計画

登録No 一次評価 二次評価 総合評価 結　果 左記の評価を選択した具体的な理由 二次評価対象 結 果 左記の評価を選択した具体的な理由 結 果 具体的評価理由

興部交通記念複合施設維持管理事
業

・交通記念複合施設指定管理委託事業

興部町観光推進事業

・沙留海水浴場管理委託事業

興部町観光推進事業

・夏まつり実行委員会補助事業

興部町観光推進事業

・興部町観光協会補助事業

興部町観光推進事業

・地域交流連携事業

施設の指定管理委託事業としての評価は
継続【現状維持】とする。
施設の改修及び再整備等については、別
事業として検討すること。

令和７年度　事務事業評価結果一覧表

2 - 20 未
ま ち づ く り
推 進 課 令和6年度新規事業 1

事業に関する周知を町民に行っていき、阿見町では興部町に対
する認知度の向上と、特産品を通して相互の地域活性化を目指
すため、継続したイベント実施・参加が必要である。 対象外

1

町の観光・賑わい・産業の向上としての役割を担う団体であ
り、地域産業と密接した事業展開により、将来のまちづくりに
大きく影響を与えることから、支援は必要である。 対象外2 - 19 102

ま ち づ く り
推 進 課 2 対象外 対象外

対象外 対象外 1

町最大のイベントであり、地域コミュニティーづくりの事業で
もあることから、今後も継続した支援は必要である。

対象外2 - 18 101
ま ち づ く り
推 進 課 1

1

海水浴場としての開設をいつまで行うかを明確に決める必要が
ある時期に来ている。ただし、キャンプサイトやコテージ運営
に関しては継続していく必要がある。

観光協会による指定管理業務は遂行できており他に現事業を
担える団体もないため指定管理事業自体には問題はない。指
定管理の在り方よりは、交通記念複合施設（道の駅）の今後
のビジョンを明確化した整備計画を作成することが必要。道
の駅は全国でも注目が高まっている事業であるが、町の財政
状況とも兼ね合いも加味しながら効率的な整備を行っていく
必要がある。今後の方向性が明確化してから拡充を図った方
がよいのではないか。

1

2 - 17 100
ま ち づ く り
推 進 課 1 1 3

2 2 1

観光協会が指定管理者となり、特産品販売など施設の有効活用
が図られ事業効果は上がっているが、施設の老朽化と利用者
ニーズに合わせて施設整備は必要な時期に来ている。

○ 1

対象外

観光の振興 2 - 16 98
ま ち づ く り
推 進 課 2

二　次　評　価 総　合　評　価

番 号
施　策　項　目

整 理
事　業　名 所　管　課

令和６年度評価結果 一　次　評　価

１ 継　続【現状維持】　２ 継　続【拡　充】　３ 継　続【縮　小】　４ 継　続【統　合】　５ 終　了　６ 休　止　７ 廃　止


